















































































「先生の赤 ちゃ んが生 まれてすぐ死んじゃった ん
です。仏 像をおが ませてください。」と言ったら，
お寺の中 へ入れてくれて本堂に入りまし た。本堂
に入ると，阿弥陀如来 像があり ました。あ まさん
が，「二本木 とここの地名がよばれるのは，この寺




お父 さんが，家 の先担 は, 110年 ほど前，名古屋
市港区の辺から来 たといい ました。私 の先担がど
こから来たか早く知 りたかったので よかったです。，
これから，家系図 を作りたいと思ってい ます。
そ こ で ，M 男 やK 女 の 「生 活 ノ ー ト 」 を 朝 の 会
で 発 表 さ せ た と こ ろ ， 子 ど も た ち の 中 か ら ， 二 本
木 に 住 ん だ 先 担 の 業 績 を 調 べ て い こ う と い う 意 欲
が 見 ら れ 始 め た 。
（2 ） 現 地 調 査 と 文 献 研 究
二 本 木 の 歴 史 に つ い て は ， 『二 本 木 町 郷 土 史 資8
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）




治 用 水 百 年 史
』
『明 治 用 水 一 地 域 を ひ ら い て1 世 紀







































































は， 幕 末 から明 治 維新 の大 き な時代 の移 り変 わ り14
）
の中 で ， まぼ ろし に終 わっ て し まった ので あ る。
Ⅲ　 「二 本 木開 拓史 」 の実 践
（1） 単元 の指 導 目標 と単 元構 成表
「二本 木 開拓 史 」の 指導 目 標は， 次 の2 点 であ
る。
①「切替 移 住記 念 碑建立 」「三河 茶 園整 理」「 ま
ぽ ろし でし か なか った 二本 木 城」 とい う 歴史
的事 実 を生 み出 し た要 因 を，資 料 や見 学 や調
査 な どか ら追究 し てい く主 体的 な 姿勢 を身 に
つ けさ せ る。
②ふる里二本木に存在したさまざまな歴史的
事 実の 問題 を学 習し て い く中 で,「 二本 木 を育
て る力 」 を子 ど もたち に身 に つけ させ る。
次 に， 子 ど もの自 由 な追 究 にそっ た 単元 展開 を
単元 構成 表 とし て表1 に示 し てお く。
























































者の 原籍地 を書 きこ んだ りし た。 こ の作業 を通 し















ど こ ろの 土 地 じ ゃ な い こ と を知 っ て い た か ら だ
よ。」「仙 太郎 と磯 平 は きっ と親 せ きだ よ。 そし て，
仙太郎 が ，『う ん， こ れなら な んと かな る。』 と思
って ，磯 平 を呼 ん だん だよ。」
そ こで， こ れら の予 想 を確か め るた めに，移 住
者 の子 孫 の人 たち に聞 き取 り に行 くこ とにし た。15
）
子 どもた ち に，「郷 土 開拓 者の家 系 」を印 刷し て渡
し ，15 人 の子 孫 にあ たる人 を捜 し ていっ た。 次 に，
「子 孫 にあた る人 は わかっ た けど， 家 は どこか わ
か る。」 とい う問い をし た とこ ろ，子 どもた ちは，
電 話帳 や住宅 地図 を貸 して ほし い と要求 し てき た。
子孫 の 住む家 を地 図 から 捜し出 し た子 ど もたち は，
放 課 後， 電話 をかけ ，相手 の都 合 を聞 き， それ ぞ
れ の疑問 の 解明 にあ た るた め， 聞 き取 り調査 を行
っ てい った 。　5月24 日，N 女 は，「生活 ノ ート」に
次 の よう に書い て きた。












た。　1つ疑問に思い ました。あ れた土地 をかいた
くするの は，そんなにえらいんだろうかというこ
とです。
他の 子 ど もたち も，N 女 たち の よう に自分 の疑
問 を， 聞 き取 り調査 か ら解明 して いっ た。
ところ で，N 女 が，「あれ た土 地 をか いた くす る
のは， そ んな にえ らい んだ ろうか。」と書 いて く れ
たこ とを全 員 の前 で発表 させ た ところ，T 男 が，
「ぽ くた ち も， やっ て みよう。」と意 見 を述 べ， 全
員 の賛 成 で，「土 掘 り」作 業 をす るこ とに決 めた。5





































じ ゃ｡」昔 の二本木 は松林 が山のようになってい
て， それに土地も固くやせていたんだよ。松林の
中には，いたちもたぬきもいたんだよ。昔の人 は，1
日 にたった2 はいの麦 めしで， このあ れた土地
を開拓していったんだよ。















（ み んな が言 う よう に，先 人 の苦 労 をし のぶ と
い うこ とは ，年1 回15 人 の子 孫 た ちが， こ の記 念16
）
碑 の前 に集 まっ て， こ の 『記録 書 』を読 むとい う
こ とか ら わか るね。」 と，「記録 書 」を わか り やす
く直 し ，子 どもた ち に提示 し た。 その時 ，A 男 が，
「先人 の苦 労 をし の ぶ とい う こ とは わかっ た け ど，
助 け合 い の気 持 ちを後 に続 く人 に残し たい という
こ と， 今じ ゃ そ んな気 持 ち， 子孫 の人 に残 っ てい
るの か なあ 。」 と， みん なの 前 で 問題 を投 げ か け
た。話 し 合 い は， また 暗 礁 に の りあ げ た 。「じ ゃ
あ， もう一度 岡村 さ ん に聞 きにい こう。」とい うT
男 の発言 で，6 月4 日， 岡村 さ んの 家 を再 び訪 ね
















と ころで ，6 月10 日 は，6 年3 組の 「学 級ハ イ
ライト 」（学 級 の紹 介 を朝の 会 を利 用し てVTR で
行 う）の日 であ る。 子 ど もたち に，「何 をや ろ う。」
と聞い た とこ ろ，「今や って い る，二本木 の 歴史 に
つ いて の劇 を やろ う。」と， 昨年 度 私の ク ラス にい
たA 男 が発 言し ，「ああ 二本 木 」とい う10 分 の寸 劇
















さ れているのでお聞きし まし た。
なぜ，移住記念碑を建てられたのですか。















わった 方 がいい 。」 とい う意 見 と，「N2 女・A 男 を
入 れて ，学 校中 の み んなが， 二本 木 の昔 につい て
勉 強し てい くよう に呼 びか けた方 がい い。」とい う
意 見 にわ か れたが，K 女の 「私 たち が勉強 して い
るこ とを 劇を通 し て みんな に知っ て もら えるチ ャ
ンス だし， 学校 中 の みんな が， 二本木 の 歴史 につ
い て勉 強し てい くな んてす ばらし い こ とよ。」とい
う 意見 で，N2 女・A 男 のせ りふ を加 えてい くこと
に決 めてい っ た。
（3） 三河 茶 園整理 の理 由
升半 の三 河茶 園 があ った場 所 と現存 す る製茶 所
の 見学 を行 っ た。見 学後 ， 表3 に示し た よう な，
三 河茶 園 の変 遷が わか る年表 を提 示し た とこ ろ，
それ ぞれ気 のつ い たこ とを発 表し てい っ たが， そ
の 中でH 男 が，「あ れっ。 1920年 に は，三河 茶 園が
す べて 整理 さ れてい る ぞ。 どうし て な んだろ う。」
とい う 問い が出 て きた ので，「 みんな，ひ とり調 べ
で，H 男 の 言っ た問 題 を考 えてい こ う。」と問 題 を



























































てし まうんだね。H 君，この水 はけの他に，三河
茶園が整理された理由はないかい｡)
S 女　6 月25日　私 は，長い間 に，家がぽつんぽ











た家 は2 けんだけで， あとの家は，昭和 になって
からこし てきた家だったので す。私のよそうした，
家が茶園をせ んり ようし たというのはまちがいで
した。(
よく調 べましたね。 もう一度 よそうをたてて，
調べてみてください｡)
K 女　6 月24日　先生 に もらっ た年 表の 中 に，1918
年に米 そう どうが各地 でお きると書いてあ り






くな るから， お茶 はの まないと思い ます。だって，
お茶をの まなくても生 きていけれるからです。(





う人 もいたと思い ます。でも，今 ごはんを食 べた




ら1922年 の米 と茶のねだんを渡し ます。これをグ
ラフにして考 えてごらん｡)7
月2 日　先生にもらった米 と茶のねだんを計
算し てグラフにし まし た。 1915年のねだんを1 と






て，米のねだんは高 くなっています。 きっ と，ろ
く吉さ んが，茶 よりも米がもうかると思って，茶
を整理していっ たと思い ます。 また，三河茶園の
まわりは水田 ばっ かりだったので， まわりにあわ
せていこうと，ろ く吉さんは思った んだ と思い ま
す。(
米 と茶 のねだ んのうつりかわりから茶よりも




















































































劇 「 まぼ ろし の二本 木 城」 の最 終場 面
この劇の主題 は,「重原藩士の苦悩 を通して， 城をた










K 女　3 月6 日　私か，私たちの劇を見ていた人
に対して思うことは， とてもうれしかったことで
す。それはおとし よりの人 達が，自分達のことを
思い出し て，大 きな拍手をし てくれたからです。
お としよりの1 人がこの劇を見て,「 めいどのみや
げが1 つできた」 と言ってい ました。私が死 ぬ時
も，この自分 の育った「二本木」，二本木の歴史 を
演じた思い出が一番の思い出 になる と思います。
S 女　3 月6 日　おみこさんの練習の時，2 階 ま
であかっ ていって，ここで私達が劇をし たんだと
いうことを実感でつかみとりたいです。 そして自































つ目は， まぽろしの二本木 城の中でM 君が言
っ た「つらい， つらいけれど， こんな時こそがん

































































表4 「二本 木開 拓 史」 の時 間配 当 （70時 間）
教科名小単元番
号と時間数 ?
社会 国語 音楽 図工 体育 道徳 学級会
芍 瑟
（1）1 時 間(2)
 17 時 間
（3 ）8 時 間
（4 ）6 時 間
（5 ）8 時 間
（6 ）18時 間
（7 ）2 時 間






計70 時 間 ?4　7　3　6　3　2　　2　　23
註 ）　1 ）小 単元名は表1 参照
2 ）小単元（2）の体育 は「土掘 り」
3 ）小単元（2）の学級会は「学級ハイライト」の
内容決定















































④ という類 型 の 位置 づけ への 移行 は可能 に なっ て
く る。
今後 も子どもの学習の事実の中 に「総合学習」の有
妨 哇を求め， さらに問題 となるべき点を検討し ながら，
「総合学習」の実践的研究を進めてい きたい。
引用文献および注
1 ）拙稿(1983): 「総合学 習」の試 み一小5 「わたし
たちの矢作川」 の実践を通し て一　地理学報 告第56
号　pp.  38～46。
2 ）前 掲1)  P.45 。
3）日本 教育方法学会編(1983): 『学級教授論 と総合
学習の探究』　明治図書　173 P.
4）前掲3 ）　P. 153。
5）二本木小 学校 の父母の出身地 については，安 城市
立二本木小 学校編(1983): 『開 けゆく二本木 の風土
と教育』 安 城市立二本木小 学校　pp.  201～202。に
詳細してある。










ひらいて1 世 紀－ 』 毎日新聞中部本 社　203 P。12
）前掲8 ）　pp. 36～37。
13）前掲8 ）　pp. 84～86。
14）前掲8 ）　PP- 4 ～6 。
15）前掲8 ）　pp. 23～35。
16）前掲8 ）　pp. 36～37。












歴史上 の人物の業 績を本などで羅列して調 べていく
だけでなく，その人物及び生き方 を時代的背景の中
に位置づけながら追究していったことなどをさす。
－41 －
